
広報

長崎-青森間約2000キロガ遂に連結。

大村もハイウエー時代ガスタートしましだ。

マ月26日、ハサミ入れや祝賀会などの開通

式典ガ行われ、午後3時¥いよいよ供用開始。

インターに待ち受けていだドライバーは¥

一斉にスタート。初乗りの感触を楽しみました。

(写翼は、J11登サービス工Ij]フでのハサミ入

れ式〉

※関連記事"' 2~3ページlこ掲載しています。
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11 

大
村
ー
武
雄
北
方
閏
鈎

11 

1
M
M
開
通

• 

待
ち
に
待
っ
た
長
崎
自
動
車
道
大
村
l

武
雄
北
方
間
拘
・

1
畑
、か、

1
月
白
日
午
後

3
時
、
供
用
開
始
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
長
崎
|
青
森
間
約

2
0
0
0
附
が
、
高
速

道
路
で
結
ば
れ
、
い
よ
い
よ
ハ
イ
ウ
エ
ー
時
代
の
ス
タ
ー
ト

で
す
。

こ
の
日
は
、
午
前
叩
時
か
ら
、
川
登
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

(
武

雄
市
)
で
開
通
式
が
、
そ
の
後
、
大
村
湾
パ
ー
キ
ン
グ
工
リ

ア

(千
綿
町
)
で
祝
賀
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
通
式
で
は
、
長
崎
・
佐
賀
両

県
知
事
や
周
辺
市
町
長
な
ど
約
6

0
0
人
が
出
席
。
日
本
道
路
公
団

福
岡
建
設
局
長
や
長
崎
・

佐
賀
両

県
知
事
な
ど
に
よ
る
テ
i
プ
カ
ッ

ト
、
松
本
大
村
市
長
は
じ
め
関
係

市
町
長
な
ど
に
よ
る
く
す
玉
割
り
、

車
両
約
3
0
0
台
に
よ
る
パ
レ
ー

ド
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

祝
賀
会
で
は
、
白
井
日
本
道
路

公
団
福
岡
建
設
局
長
や
、
高
田
長

崎
県
知
事
、
香
月
佐
賀
県
知
事
ら

に
よ
る
、
喜
び
と
希
望
に
満
ち
た

あ
い
さ
つ
や
万
歳
三
唱
な
ど
で
開

通
を
祝
い
ま
し
た
。

供
用
開
始
し
た
大
村
|
武
雄
北

方
聞
は
、
昭
和
印
年
着
工
、

総
事

業
費
は
1
2
5
0
億
円
。
西
九
州

自
動
車
道
(
武
雄
佐
世
保
道
路
)

と
武
雄
南
ジ
ヤ
ン
ク
シ
ョ
ン
で
接

続
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
え
刷
局
齢
制
車
道
へ
武
悼
借
金
皆

無
造
縫
」

hv全
線
開
通
に
伴
い
、
大
村
市
の
活
梓
花
に
大
き
な
期
待
が
か
か
っ
て

い
る
。九
州
横
断
自
動
車
道
・
長
崎
自
動
車
道
(
大
村
イ
ン
タ
ー
付

近
)

Avqu』

v

hA山
口

( 

市
の
活
性
化
に
大
き
な
は
ず
み

空
と
陸
の
高
速
交
通
網
を
兼
ね
備
え
た

大
村
は
、
い
よ
い
よ
人

・
物
の
交
通
拠
点

都
市
と
し
て
の
機
能
を
発
揮
す
る
と
き
が

き
ま
し
た
。

ハ
イ
テ
ク
産
業
な
ど
の
軸
と
な
る
大
村

ハ
イ
テ
ク
パ

l
ク
(
約
必
ヘ
ク
タ
ー
ル
)

に
は
、
県
下
の
技
術
振
興
の
拠
点
と
し
て
、

昨
年
刊
月
よ
り
操
業
が
開
始
さ
れ
て
い
る

県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
と
、
ナ
ガ
サ
キ

・

ハ
イ
テ
ク
プ
ラ
ザ
が
立
地
し
て
お
り
、

高
度
技
術
の
集
積
地
と
し
て
先
端
産
業
な

ど
の
誘
致
に
期
待
が
か
か
り
ま
す
。

ま
た
、
農
水
産
物
の
流
通
、
観
光
、
文

化
な
ど
あ
ら
ゆ
る
面
で
の
活
発
化
が
予
想

さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
反
面
、
消
費
者
の
福

岡
商
圏
へ

の
流
出
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

商
業
近
代
化
計
画
の
実
行
な
ど
に
よ
り
、

商
庖
街
の
活
性
化
へ
向
け
て
の
対
策
が
図

ら
れ
て
い
ま
す
。

hv開
通
を
祝
っ
た
約
3
0
0台
に

よ
る
車
両
パ
レ
ー
ド
。

(
川
登
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
付
近
)

v日本道路公団、長崎 ・佐賀両県知事

などの式辞や関係者約 600人による

万歳三唱などで、 熱気にあふれた祝賀

会。 (大村湾パーキングエリア)

道武雄~t
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ff!JWJ砂金~@f]f](JJω ;
) 開通 1番乗りを 態貯プ溢蕗玄遜遼雪可塑犠芯! ; 
j 目指す人、開通記 仁自習霞恩 璃伊動輔副眠 j

j 念に 。商用でと 勾ぷ思…ご一軍云... 
{ いう人たちの車が a・・蕗説話品4vr/- : 
i 並ぶ大村インタ- ・・BEE-- lj 、討議 ; 

j チェンジ。 午後 3 ・圃・~\!!~九発松川 み;
時の開通直前には圃・ 盤 強議諮ら i 

- 可・E〓 、司・・・医会組濯酒磨署IN1 百数十台の長い列 E瞳守 t 司司門 弔電持 ( 

j ができました 0 .で三奈良問日目前fr j
j 開通 l番乗りは、 さん (括・大村インターチェンジ) ~ 
t 約 1週間前から並 ; 

: んでいたという前田幸ーさん (41.諌早市)、前 ; 

夜から長男の勉くん(13)と長女ののり 子ち ゃん(8)

も応援にかけつけました。

j 前田さんには花束や記念品、証明書がまた、 i 
10番目までにも記念品などが贈られた。 j 

t 待ちに待った午後 3時、喜びをかみしめなが

i ら、真新らしい、アスフアルトのハイウェイに、 ; 

) 次々にゲー トイン しました。

4

司
大
村
は
、
海
上
空
港
で
あ
る
長
崎
空

港
を
有
す
る
、
空
の
玄
関
口
で
も
あ
り
、

年
間
2
0
0
万
人
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
空
・
陸
の
交
通
拠
点
都
市
と
し

て
大
き
な
期
待
が
か
か
り
ま
す
。

砂大村インター料金所

》馬区

hv丘
陵
地
帯
に
位
置
し
、
か
つ
、
大
村
湾
を
一

望
で
き
る
景
勝
地
に
あ
る
大
村
ハ
イ
テ
ク

パ
l
ク
内
に
建
設
さ
れ
て
い
る
、
県
工
業
技

術
セ
ン
タ
ー
と
、
ナ
ガ
サ
キ
・
ハ
イ
テ
ク
プ

ラ
ザ
。

(
池
田
2
丁
目
)

福岡方面吟
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IDJ8mJ~告を(1@
表
彰
状
及
び
感
謝
状
を
受
け
ら

れ
た
の
は
、
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

(敬
称
略
)

松
川
一
男

(
久
原
1
丁
目
)

東
浦
漁
港
沖
合
で
、
自
己
の
危

険
を
も
顧
み
ず
、
溺
死
寸
前
の
男

性
を
救
助
さ
れ
ま
し
た
。

上
野
類
作
(
宮
小
路
2
丁
目
)

地
域
商
工
産
業
の
振
興
な
ら
び

に
、
企
業
誘
致
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。

高
橋
一
幸

(
本
部
分
団
・
沖
田
町
)

藤
本
福
見

(4
分
団
・
三
城
町
)

笹

浦

保

(
5
分
団

・
杭
出
津
2

丁
目
)

黒
川
征
治

(9
分
団
・

黒
丸
町
)

市政功労者として表彰状・感謝状を受けられた皆さん(偽・市コミセン)

昭和17年2月11日に大村市として誕生して、今年で48周年

を迎えました。

これを記念し2月9日「市制施行48周年記念式典」が、市

コミセンで行われ、市の発展に貢献された2団体13個人の皆

さんの表彰などがありました。

高
見
虞
治

(
叩
分
団
・
荒
瀬
町
)

吉
松
徹
郎

(
日
分
団
・
黒
木
町
)

消
防
団
分
団
長
と
し
て
、
消
防

防
災
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

白
漬
干
寿
子

(
赤
佐
古
町
)

体
育
指
導
委
員
と
し
て
、
社
会

体
育
の
普
及
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

山
崎
俊
之
(
原
口
町
)

養
護
施
設
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
通
じ
、
社
会
福
祉
の
増
進
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

辻
田
武
徳
(
東
三
城
町
)

医
療
行
政
に
多
額
の
浄
財
を
寄

贈
さ
れ
、
医
療
向
上
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

寿
々
木
松
子
(
原
口
町
)

福
祉
基
金
及
び
社
会
福
祉
施
設

に
多
額
の
浄
財
を
寄
贈
さ
れ
、
福

祉
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

漬
田
愛
子

(
東
三
城
町
)

福
祉
基
金
に
多
額
の
浄
財
を
寄

贈
さ
れ
、
福
祉
向
上
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

新
城
町
納
税
貯
蓄
組
合

年
金
制
度
の
趣
旨
を
理
解
し
、

昭
和
初
年
以
来
、
国
民
年
金
保
険

料
納
付
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

黒
丸
踊
保
存
会

「
黒
丸
踊
」
の
保
存
伝
承
に
努

め
、
郷
土
芸
能
の
振
興
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

国
民
年
金
法
を
改
正

我
が
国
の
高
齢
化
が
進
む
中
、

老
後
生
活
の
柱
と
し
て
の
公
的

年
金
制
度
に
寄
せ
る
国
民
の
期
待

は
極
め
て
大
き
な
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。

今
回
の
改
正
は
、
そ
う
ゅ
う
状

況
を
考
慮
し
な
が
ら
行
わ
れ
た
も

の
で
、
改
正
の
主
な
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

ー
、
年
金
額
の
引
上
げ

平
成
元
年
4
月
に
さ
か
の
ぼ
っ

て
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

2
、
年
金
支
払
い
は
、
年
6
回
に

今
ま
で
年
4
回

(
2
・
5
・
8

・
1
月
)
で
し
た
が
、

4
月
か
ら

年
6
回

(
2
・
4
・
6
・
8
・印

・
ロ
月
)
に
な
り
ま
す
。

3
、
完
全
自
動
物
価
ス
ラ
イ
ド
制

の
導
入

従
来
は
、
消
費
者
物
価
指
数
が
前

年
よ
り

5
%を
こ
え
て
変
動
し
た

場
合
に
年
金
額
も
改
定
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、

4
月
か
ら
は
、

5
%以

下
で
も
消
費
者
物
価
に
合
わ
せ
て

改
定
さ
れ
ま
す
。

4
、
保
険
料
の
引
上
げ

現
在
、
月
額
8
0
0
0
円
の
保

険
料
が
、

4
月
か
ら
月
額
8
4
0
0

円
に
引
上
げ
ら
れ
ま
す
。

以
後
平
成
6
年
度
ま
で
毎
年
4

国

民

健

康

第

隙

被

保

険

者

証

ー

退
職
被
保
険
者
証

4
月
1
日
か
ら
変
わ
り
ま
す

現
在
の
被
保
険
者
証
は
3
月
白

日
で
有
効
期
限
が
切
れ
、

4
月
か

ら
新
し
い
被
保
険
者
証
(
は
だ
色
)

・
退
職
被
保
険
者
証
(
ね
ず
み
色
)

に
変
わ
り
ま
す
。

3
月
下

旬
に
新
し
い
被
保
険
者
証

は
郵
送
し
ま
す
が
、

4
月

に
な
っ
て
も
届
か
な
い
人

は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

①
被
保
険
者
証
の
内
容
に

間
違
い
が
あ
れ
ば
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

①
病
院
に
か
か
る
と
き
は
、
毎
月
、

被
保
険
者
証
を
提
示
し
ま
し
ょ
う
。

①
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て

0
0
円
、
ず
つ
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

5
、
学
生
の
国
民
年
金
強
制
加
入

こ
れ
ま
で
任
意
加
入
と
さ
れ
て

い
た
初
歳
以
上
の
学
生
も
、
平
成

3
年
4
月
か
ら
は
新
た
に
国
民
年

金
の
第
1
号
被
保
険
者
と
し
て
強

制
加
人
と
な
り
ま
す
。

6
、
国
民
年
金
基
金
制
度
の
創
設

自
営
業
者
の
人
が
ゆ
と
り
を
も

っ
て
老
後
を
暮
ら
せ
る
よ
う
、
都

道
府
県
ご
と
に
厚
生
年
金
と
同
じ

よ
う
な
、
国
民
年
金
に
上
乗
せ
す

る
年
金
(
地
域
型
国
民
年
金
基
金
)

が
つ
く
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
医
師

や
税
理
士
の
人
な
ど
、

同
じ
職
業

の
人
を
対
象
と
す
る
全
国
レ
ベ

ル

の
職
能
型
の
国
民
年
金
基
金
も
、

平
成
3
年
4
月
1
日
か
ら
つ
く
ら

れ
ま
す
。

4-

い
る
人
や
、
市
外
に
転
出
し
た
人
で
、

ま
っ
消
届
を
し
て
い
な
い
人
は
、

早
く
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①
仕
事
を
や
め
て
新
た
に
国
民
健

康
保
険
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
人
は
、
健
康
保
険
な
ど
が
切

れ
た
証
明
書
を
持
参
(
退
職
者
医

療
の
該
当
者
は
必
ず
年
金
証
書
も

持
参
)
し
て
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

①
保
険
税
は
、
皆
さ
ん
の
診
療
費

に
充
て
る
た
め
の
重
要
な
財
源
で

す
。
納
め
忘
れ
の
人
は
、
整
理
の

都
合
上
大
切
な
被
保
険
者
証
が
お

手
元
に
届
く
の
が
遅
れ
る
こ
と
も

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
早
目
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

保
険
年
金
課



‘
魅
力
あ
る
子
ど
も
会
を
目
指
す
(
冗
・
市
コ
ミ
セ
ン
)

モ
デ
ル
子
ど
も
会
の
発
表
を
遇
し
て
¥
子
ど
も
会
活

動
の
在
り
方
¥
魅
力
あ
る
活
動
内
容
な
ど
を
考
え
よ
う

と
開
か
れ
だ
「
モ
デ
ル
子
ど
も
会
発
表
会
L

G

今
回
は
¥
よ
久
原
子
ど
も
会
と
、
〈
王
国
子
ど
も
会
連

合
会
か
ら
¥
優
良
団
体
と
し
て
表
彰
を
受
け
だ
上
小
路

子
ど
も
会
、
ガ
、
体
験
談
や
今
後
の
課
題
な
ど
を
発
表
し

き
し
た
。

き
だ
¥
南
宏
樹
長
崎
市
立
大
浦
中
校
長
(
県
子
ど
も

会
専
門
委
員
〉

の
特
別
講
演
も
あ
り
ま
し
だ
。

ミラ二'JL.予と

にァ仰、 . ~ ~. ， 
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ム唄酒・暴走運転J許さない/
(Yzn・市民会館ほか〉

交通事故による死ては、 63年は介入だつだ

のに対し、昨年はア人に急増。そのうち飲酒

・暴走運甑ガ5人となっています。交通安全

を願う市や大村署、市交通安全協会、市連合

防犯協会では、市民総参加の運動を推進し¥

事故のない安全で明るい町づくりをしようと

1月20日J飲酒・暴走運転追放市民総決起大

会」や í~舌頭パレード」を行いましだD

' 京'.炉 、明
品"了、1. I、

企若さあふれだ青年祭

(% .市コミセン〉

大村市青年団では、若者による・若者

のだめの祭典をキャッチフレーズに¥青

年祭ガ催されまし/三。

WJ作座や青年団による演劇¥個人まだ

は各団共同で作つ疋作日展、そのほか、

生け花やバンド演奏¥バザーなど¥若さ

あふれる青年にふさわしく¥活気に満ち

疋祭で1日を楽しみましだ。

/♂A¥ 

-~ ....-' 

4略

、

***ヲtr***ヲtr**合貴女ヲtt******
萱瀬新春駅伝大会
()イ1 ・萱瀬住民センター周辺〉

1 1lI…宮代

おおむら駅伝競走大会
(~・ 萱瀬小学校周辺〉

オ{立Aクラス...焼鳥かごしまA

Bクラス・・・橋本クラブ

*" 
* 世r.

* 党
首r-
ヲt

*' 
世r
ヲt
**甲骨安否**事事**安吾T安*.，骨

鈴田地区駅伝・健康マラソン大会
(~ ・鈴田小学校周辺〉

駅伝 1位一般の部・・・IJ¥)1¥内
中学の部，..岩松A
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内容

①いま活動しているクラブ

-サークル名

②入会した動機など

③現在の活動状況など

④今後の抱負など

板
谷
ツ
イ
さ
ん

(万
歳
・
本
町
)
無
職

一根

信
秀
さ
ん

(
お
歳

・
久
原
1
丁

自
営
業

↑
ゆ
か
よ
し
家
族

今
‘' 

広報おおむら 平成 2年3月号

福田さん一家(野岳町)

いち

くん(原口町〉

6. 15生まれ

hzb今y
円
ペ

u

h

た
太

日

長
とも

朝

の
紙
細
工

(
グ
ル
ー
プ
は
無
い
)

②
叩
歳
位
の
と
き
、
血
圧
で
1
年
数
か
月
入
院
。

そ
の
後
は
、
眼

(片
方
が
少
し
見
え
る
程
度
)、

足
が
不
自
由
に
な
り
、
仕
事
が
で
き
な
く
な
っ

た
。
元
来
、
だ
ま

っ
て
居
る
こ
と
が
嫌
い
な
私

は
、
何
か
を
し
た
い
と
思

っ
て
い
た
と
き
、
フ

ッ
と
大
好
き
な
花
を
、
子
作
り
の
花
入
れ
で
飾

れ
な
い
か
と
考
え
た
の
が
キ
ッ
カ
ケ
で
作
り
初

め
ま
し
た
。

①
材
料
は
、
広
告
紙
や
包
装
紙
な
ど
で
、
コ
ヨ

リ
み
た
い
に
丸
め
、
そ
れ
を
織
っ
て

い
く
ん
で

す
が
、
作
り
方
な
ど
、
今
ま
で
人
に
習
っ
た
こ

と
は
無
く
、
目
に
映
る
ち
ょ
っ
と
し
た
物
が
、

題
材
と
な
り
、
ヒ
ン
ト
と
な
っ
て
、
自
分
で
考

え
、
創
造
し
な
が
ら
作

っ
て
き
ま
し
た
。
花
入

れ、

ふ
た
付
か
ご
、
八
形
な
ど
、
今
ま
で
に
4

0
0
1
5
0
0
位
の
作
品
を
作
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
友
人
や
興
味
の
あ
る
人
な
ど
に
あ

げ
た
り
し
て
い
ま
す
。

ニ
ス
で
色
付
け
す
る
の
も
あ
り
ま
す
が
、
広

告
紙
な
ど
の
色
を
そ
の
ま
ま
活
か
し
た
作
品
を

作
る
の
が
好
き
で
、
色
合
い
な
ど
を
考
え
な
が

ら
思
い
の
ま
ま
に
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

安

」ま
っ
て
居
る
事
が
嫌
い
な
私
に
と

っ
て、

こ
の
紙
細
工
は
、
私
の
人
生
で
唯
一
の
楽
し
い

友
と
な
り
ま
し
た
。

①
カ
ル
チ
ェ
ラ
タ
ン

(
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
の
ボ
ー

カ
ル
担
当
)

⑦
私
が
中
学
校
の
頃
、
ハ
ー
ド
ロ

ッ
ク
が
流
行

っ
て
お
り
、
机
な
ど
を
よ
く
た
た
い
て
い
た
。

高
校
で
は
ク
ラ
ブ
が
な
く
、
趣
味
み
た
い
に
し

て
い
た
が
、
大
学
で
軽
音
楽
部
(
ロ
ッ
ク
部
門
)

に
入
り
、
初
め
て
バ
ン
ド
を
組
み
ま
し
た
。

③
帰
郷
後
、
勤
青
ホ
l
ム
で
練
習
し
て
い
る
人

と
メ
ン
バ
ー
を
組
み
、
現
在
5
年
位
に
な
り
ま

す
。

ぼ
く
の
か
ぞ
く
は
、
お
じ
い
ち

ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
¥
お
父
さ

ん
¥
お
田
さ
ん
、
高
校
と
中
学
の

お
兄
き
ゃ
ん
の
、
ア
人
か
ぞ
く
で

す
。
ぼ
く
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
¥

牛
が
だ
い
す
き
で
、
6
と
う
い
ま

す
。
い
つ
も
牛
の
せ
な
か
を
こ
す

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
、
お

こ
め
な
ど
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

ぼ
く
や
お
兄
ち
ゃ
ん
も
て
つ
だ
っ

て
い
ま
す
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
、
ば
あ
ち
ゃ

ん
¥
こ
杓
か
ら
も
¥
元
気
で
な
が

い
き
し
て
ね
。
そ
し
て
、
み
ん
な

な
か
よ
く
し
て
い
き
だ
い
で
す
。

(秀
幸
)

元気一林の男の子です。

最近では、お姉ちゃんを>lI.かすほど

になりましだが¥いつまでも山のやさ

しい子であってほしいと思います。

…(巴・睦さん〉

健康子レホレサービス

こんおワルーフ知ヲτ~

じ〆スワ~ご〉

0958・26・5511

く3月のテマ〉
月 アニサキス症(急に胃ガ痛くなっ定時〉

火 みつ口

水 子どもの曜吐は危険信号

木 のどがつまった感じ

金 脳死

土・日 腎臓移植

で
き
た
ら
、
展
示
会
で
も
開
け
た
ら
い
い
な

l
と
思

っ
て
い
ま
す
。

早
岐
友
美
さ
ん

(
却
歳

・
武
部
町
)
会
社
員

私
は
、
ボ
ー
カ

ル
と
ギ
タ
ー
を
担
当
、
あ
と

ド
ラ
ム

・
べ
i
ス
・
リ
l
ド
ギ
タ

l
の
計
4
人
。

遅
い
テ
ン
ポ
か
ら
速
い
テ
ン
ポ
ま
で
、
リ
ズ
ム

に
乗
っ
て
の
演
奏
は
楽
し
い
も
の
で
す
。

今
ま
で
に
、
日

l
M
曲
ぐ
ら
い
を
作
詩

・
作

曲
し
ま
し
た
。
初
歳
位
の
と
き
に
作
っ
た
曲
を

今
で
も
弾
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
メ
ン
バ
ー
も
作
詩
・
作
曲
を
し
ま
す

し
、
演
奏
会
な
ど
は
、
ほ
と
ん
ど
オ
リ
ジ
ナ
ル

曲
で
す
。

私
た
ち
は
今
年
の
1
月
に
出
来
た
ば
か
り
の

パ
ッ

チ
ワ
ー
ク
の
グ
ル

ー
プ
、

「ピ
l
ス
ワ
l

①
犬
村
バ
ス
ケ
ッ
ト
ク
ラ
ブ

(女
子
)

②
小
学
校
時
代
か
ら
バ
ス
ケ

ッ
ト
を
し
て
い
た

関
係
も
あ
り
、

A
7
の
ク
ラ
ブ
の
先
輩
か
ら
、
声

を
か
け
て
も
ら
っ
た
の
が
き

っ
か
け
で
す
。

①
練
習
は
、
毎
週
木

・
日
曜
の
夜
、

2
時
間
o

m
l
初
代
の
女
性
日
人
の
メ
ン
バ
ー
が
厳
し
い

け
れ
ど
も
楽
し
い
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

試
合
を
す
る
か
ら
に
は
、
1
つ
で
も
勝
ち
た

い
と
思

っ
て
い
る
の
で
、
先
輩
た
ち
に
激
を
と

ば
さ
れ
な
が
ら
、
練
習
に
熱
が
入
り
ま
す
。

昭
和
臼
年
に
は
、
全
国
青
年
大
会
に
出
場
。

県
内
の
大
会
で
は
、
ベ
ス
ト
4
ま
で
は
何
と
か

い
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

命
抵
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
ロ
ン
グ
シ
ユ

l
タ
ー
で
す
が
、
試
合
に
よ
っ
て
波
が
あ
り
、

シ
ュ
l
ト
が
決
ま

っ
た
り
、
決
ま
ら
な
か

っ
た

り
し
ま
す
。
ど
の
試
合
で
も
的
確
に
シ

ュ
l
ト

が
決
ま
る
よ
う
に
す
る
こ
と
と
、
も
っ
と
体
力

を
つ
け
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
た
い
。

以
前
は
、
九
州
大
会
へ
の
出
場
の
経
験
も
あ

る
ん
で
す
が
、
最
近
は
遠
ざ
か
っ

て
し
ま
い
ま

し
た
。

今
、
メ

ン
バ

ー
全
員
が
九
州
大
会
を
1

つ
の
目
標
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
、
私
た
ち
と

一
緒
に
汗
を
流
し
ま

せ
ん
か
。

6-

定
期
演
奏
会
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
夏
越
ま
つ

り
や
青
年
祭
、
勤
労
者
ミ

ュ
ー
ジ

ッ
ク

・フ

ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
に
出
演
さ
せ
て
も
ら

っ
て
い

ま
す
が
、
ス
テ
ー
ジ
に
立
っ
て
い
る
時
は
最
高

に
気
持
が
い
い
で
す
よ
。

命
前
造
性
に
富
ん
だ
、
自
分
た
ち
の
バ
ン
ド
の

カ
ラ
ー
を
出
し
、
誰
で
も
口
ず
さ
め
る
よ
う
な

歌
を
作
っ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
私
た
ち
だ
け

の
バ

ン
ド
で
コ

ン
サ
ー
ト
を
聞
き
た
い
し
、
レ

コ
ー
ド
も
出
し
た
い
と
夢
み
て
い
ま
す
。

ク
」
で
す
。

月
2
凶
の
定
例
会
に
は
、
浮
先
生
を
中
心
に

げ
人
の
仲
間
が
集
ま
り
ま
す
。
若
い

人
か
ら
子

連
れ
の
お
母
さ
ん
と
年
齢
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、

同
じ
趣
味
を
通
し
て
の
話
も
は
ず
み
、
ス
ト
レ

ス
解
消
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。
同
じ
物
を
作

っ
て
い
て
も
そ
の
人
の
持
味
が
作
品
に
表
わ
れ

ま
す
の
で
、
出
来
上
り
を
見
る
の
は
と
て
も
楽

し
く
参
考
に
な
り
ま
す
。

母
か
ら
子
へ
、
子
か
ら
孫
へ
と
伝
え
ら
れ
た

つ
ぎ
は
ぎ

(パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
)
に
は
、
一
針
一
針

に
縫
っ
た
人
の
手
の
ぬ
く
も
り
や
、
あ
た
た
か

い
心
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
小
さ
な
布
か
ら
大
き

な
夢
が
広
が
る
作
品
を
、
あ
な
た
も
一
緒
に
作

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

定
例
日

毎
月
第
2
・
4
水
曜
日

午
後
7
時
初
分
1
9時
初
分

津
節
子
先
生

市
コ
ミ
セ
ン

働
宮
@
8
6
1
4
・
伺
宮
③
0
4
5

4

(福
田
)

講

師

場

所

連
絡
先

当 選番 号 当選 番号

香港旅行5日間 BAB060953 

CAE093448 宿泊 AAC022435 

ノてイク ぺ CAE093608 

AAF凹3051 ア CAB0l5733 

AAG057526 
券

AAH043812 

航空券 CAE097606 CAE096062 

AAC070824 
カ「 ABA026353 
ス

ジ、エツトホイル往復券

炊飯器

AAE078751 

AAB0l4263 AAC050610 

AAD030894 AAH078799 

ホ
DAB046108 ビ AAH080721 

DAB0l2513 1レ AAF008251 
プ DAB046030 039294 

AAD003747 ウ 各組 000998/レ イ
BAB099227 ス 000652 

券 BAB001498 キ 共通 016571

AAB049976 019552 

AAE082280 |ちゃ叶各組 ω
ディナー券 AAG081434 皿うどん共通 064292

長崎旅博覧

??訴1回抽選当選番号

d. 
Z玄

引換期限...5月1日比)まで

引換場所…財長崎「旅」博覧会協会 (干850長崎市桜町
4 -1 宮長崎⑫2386)
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副
司
司
@

与
な
ど
に
つ
い
て

本
市
に
は
、
平
成
元
年

4
月
1
日
現
在
で
町
人
の
職
員
が
在

職
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
は
病
院
事
業
問
人
、
ポ
ー
ト
事
業

お
人
、
下
水
道
事
業
叩
人
な
と
、
特
殊
な
事
業
に
勤
務
す
る
職
員

も
す
べ
て
含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
同
規
模
の
都
市
に
比
べ
て

職
員
数
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

給
与
の
し
く
み

給
与
に
は
、
給
料

(本
俸
)
と

扶
養
手
当
、
通
勤
手
当
、
住
民
手

当
な
ど
の
手
当
が
含
ま
れ
ま
す
。

給
料
は
初
任
給
基
準
に
基
づ
き
、

学
歴

・
経
験
年
数

ιよ
り
算
定
し
、

条
例
で
定
め
ら
れ
た
給
料
表
(
行

政
職
、
教
育
職
、
医
療
職
付
、
口
、

刊
の
五
種
類
が
あ
り
ま
す
)
に
よ

り
決
定
さ
れ
ま
す
。

次
に
給
料
が
上
が
る
要
因
に
つ

い
て
は
、
大
別
し
て
定
期
昇
給
と

給
与
改
定
と
が
あ
り
ま
す
。
定
期.，

i
 

J

P

J

 昇
給
は
、

1
年
間
良
好
な
成
績
で

勤
務
し
た
実
証
に
基
づ
き
1
号
給

上
位
ヘ
上
が
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

給
与
改
定
は
、

一
般
的
に
労
使

交
渉
に
よ

っ
て
決
定
さ
れ
る
民
間

給
与
と
異
な
り
、
公
務
員
の
場
合

は
、
給
与
に
つ
い
て
の
専
門
的
機

関
で
あ
る
人
事
院
が
、
毎
年
4
月
1

日
現
在
で
の
民
間
給
与
と
の
対
比

を
し
て
、
差
が
あ

っ
た
場
合
に
行

わ
れ
る
人
事
院
勧
告
を
尊
重
し
て

実
施
さ
れ
る
、国
家
公
務
員
の
給
与

改
定
に
準
拠
し
て
給
料
の
引
き
上

げ
を
行
う
わ
け
で
す
が
、
こ
れ
を

給
与
改
定
と
い
っ
て
い
ま
す
。着

、
す

道
ま

水

い

下
て

る
れ

{
寸
ら

を
め

し
進

暮
が

の
備

ん

整

k
C
介
」

比
白
々

人件費 (町

千円

3，711，685 

歳出額 (地

千円

17，148，026 

住民 基 本 台 帳人

昭和 63年 3 月 31日 現 在

71，898人

口

(1 )人件費の状況 (普通会計決算)

区分

昭和 63年度

-円

¥
)
ノ

一「寸

B
一A

一司

/
1
1
¥
一

1
ノ

一

ハ

U

り
費
一
ロ

当
・ト一

5

人
t
一一

一

-
給
一一円

町
一千
2

J
l

、-
ph
u

円
ノU
】

ハ
h
u

n〈
υoo 

nノ

ん
】

与
岳会
中口

:2)職員給与の状況 (普通会計予算)

言十期末・勤勉手当

千円

749，995 

職 員手当

千円

300.533 

料

千円

1‘785，724 

。会
小口

職 員 数 (10分区

554人平成元年度

(4)職員の初任給の状況
(平成元年 4月 1日現在)

行凡
文
一
八
一
口

白
河
一
ヰ
小

分区
任

140，900 
円

126，800 ホナ学大

(3)職員の平均給料月額及び平均年齢の状況
(平成元年 4月1日現在)

般行政

平 均給料月 額 |平

職
一均 初齢年

歳

38.7 
円

257司700

円

(5)職員の経験年数別・学歴平均給料月額の状況

区 分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

円 円 円

大学卒 203，900 253，000 302、600

一般行政職
円 円 円

古田11'士六λ一吹「 162，400 203.900 253.000 

112，500 
円

105.500 ガぐ
---r-中交古

同

表
の
説
明

画
表
川
、
表
叩
に
つ

い
て

財
政
的
な
面
か
ら
職
員
の
給
与

を
み
た
も
の
で
、
日
年
度
決
算
で

の
普
通
会
計
に
お
い
て
人
件
費
が

歳
出
に
占
め
る
割
合
を
示
し
た
も

の
が
表
山
で
、
人
件
費
に
は
特
別

職
の
報
酬
や
共
済
組
合
の
事
業
主

負
担
金
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

表
山
は
、
元
年
度
予
算
か
ら
見

た
職
員
1
人
当
り
に
要
す
る
経
費

を
み
た
も
の
で
す
。

-Z表
制
1
表
仰
に
つ
い
て

職
員
の
平
均
給
料
と
初
任
給
の

状
況
を
示
し
た
も
の
で
、
市
に
は

幼
稚
園
の
教
員
、
病
院
の
医
師
、

看
護
婦
な
ど
の
職
員
が
い
ま
す
が
、

そ
の
中
で
一
番
多
く
の
職
員
が
受

け
て
い
る

一
般
行
政
職
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

表
問
は
、
職
員
が
学
校
卒
業
後

す
ぐ
採
用
さ
れ
た
場
合
の
経
験
年

数
別
の
給
料
月
額
を
示
し
た
も
の

で
す
。

zm表
制
に
つ
い
て

一
般
行
政
職
の
職
員
を
給
料
表

上
の
級
別
に
み
た
も
の
で
す
。

級
別
区
分
は
、
部
長
は
八
級
、

課
長
は
八

1
七
級
、
課
長
補
佐
は

六
級
、
係
長
、
主
査
は
六

1
五
級
、

吏
員
は
四

i
二
級
、
事
務
員
、
技

術
員
は
二
1
一
級
と
な
っ
て
い
ま

す
。

置
表
聞
に
つ
い
て

期
末
勤
勉
手
当
は
、

- t)一

一
般
に
ボ



ー
ナ
ス
と
言
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

給
料
月
額
に
同
表
の
支
給
割
合
を

乗
じ
た
額
が
職
員
に
支
給
さ
れ
ま

す
。退

職
手
当
は
、
退
職
時
の
給
料

月
額
に
一
定
の
支
給
率
を
乗
じ
た

額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
支
給
率
は

勤
続
年
数
と
退
職
の
事
由
に
よ

っ

て
異
な
り
ま
す
が
、
こ
こ
に
は
そ

の
一
部
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

-E表
制
に
つ
い
て

市
長
な
ど
三
役
の
給
料
お
よ
び

市
議
会
議
員
の
報
酬
を
示
し
た
も

の
で
す
が
、
こ
の
報
酬
な
ど
は
、

市
内
の
各
種
団
体
な
ど
の
代
表
者

に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
た
、持
別
職
報

酬
等
審
議
会
の
答
申
に
基
づ
い
て
、

市
議
会
に
よ
り
決
定
さ
れ
、
昭
和

臼
年
1
月
1
日
か
ら
改
定
さ
れ
た

も
の
で
す
。

{
注
}
表
仙
、
凶
、
問
、
川
町
は
平

成
元
年
の
給
与
実
態
調
査

に
よ
り
掲
げ
て
い
ま
す
。

(6)行政職の級別職員数の状況(平成元年 4月1日現在)

区 分 8 長及 7 キ及 6 キ及 5 キ及 4 級 3 キ及 2 級 1 市及 計

人 人 人 人 人 人 人 人 人

職 員 妻女 20 27 146 80 81 64 29 20 467 

% % % % 手4 % % ヲる % 
構 成 上ヒ 4.3 5.8 3l.3 17.1 17.3 13.7 6.2 4.3 100.0 

(7)職員手当の状況

期末・ 勤 勉 手当 退 月載 手 当

(元年度支給率) ( 2年度支給率)

自己の都合による退職 定年に よる退職

期末手当 勤勉手当 最高限度額 60月分 63.525月分

6月期 l.5月分 0.6月分 勤続10年 7.5月分 16.5月分

12月期 l.9月分 0.6月分 勤続20年 21月分 34.65月分

3月期 0.5月分 勤続30年 41.25月分 54.45月分

計 3.9月分 l.2月分 勤続40年 55月分 63.525月分

(8)特別職の報酬等の状況

区 分 市 長 B力 ィ生 収入役 議 長 副 議長 議 員

円 円 円 !っ 円 円

幸長 自州 等 720.000 597.000 525、000 374，000 316.000 302.000 

期末 手 当 (元年度支給割合) 6月期 l.5月分 12月期 l.9月分 3月期 0.5月分計 3.9月分

第
3
回
国
民
年
金
写
真
コ
ン
テ

ス
ト
で
、
応
募
作
品
問
点

(犯
人
)

の
中
か
ら
次
の
方
々
が
入
賞
さ
れ

ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
な
む
、
入
賞
作
品
は
、
年
金

制
度
広
報
な
ど
の
P
R
に
利
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

。
推
薦
・・:
:
相
良
信
秋

。
特
選
・・・:・
大
薮
み
ど
り
、

富
浦
保
敏
、
橋
口
昌
子

。
入
選
:
:
:
内
野
正
、
相

良

一
路
、
松
谷
博
行

。
特
別
賞
・・:
:
松
谷
博
行
、

寺
山
峯
史
、
児
玉
久
子
、

佐
藤
定
義

。
佳
作
・
--m点

入
賞
作
品
展
・・:
:
2
月
幻

日
か
ら
3
月
8
日
ま
で
市

役
所
本
館
玄
関
ロ
ビ
ー

入
賞
者
発
表

児
童
手
当
の
し
く
み

第
三
子
入
学

手当額 2500円 7500円 7500円 5000円 消滅

ー2.500円 .5.000円…児童手当の額の算定基礎児童

9-

-
4
月
か
ら
小
学
校
に
入

学
さ
れ
る
お
子
さ
ん
は
、

児
童
手
当
の
額
の
算
定
基

礎
児
童
か
ら
は
ず
れ
ま
す
。
視

(3
月
分
ま
で
算
定
児
と

惜

し
て
数
え
、
手
当
を
支
給

額

し
ま
す
)
届
出
は
不
要
で

却

す
。

手

-
児
童
手
当
の
支
給
は
、

活

6
月

・
叩
月

・
2
月
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
月
の
前
4
か

月
分
を
支
給
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
民
課
記

録
係

8
一・

第
二
子
入
学

o--第

一
子
入
学

o--一
第
三
子
誕
生

o-一
第
二
子
誕
生

。
一
第
一
子
誕
生

歳

歳

小学校
入 学

18 
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身
体
障
害
者
の

昌
司
昌
司
臼
明
。

を
行
い
ま
す

身
体
障
害
者
の
自
立
更
生
と
社
会
活
動

の
促
進
を
図
る
た
め
行
い
ま
す
。

対

象

者

身
体
障
害
者
手
帳
1
1
4
級
の

交
付
を
受
け
て
い
る
印
歳
未
満
の
人

予
定
人
員

別
人

申
込
期
限

3
月
初
日

ω

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
福
祉
係

審
を
つ
げ
る
ス
ス
弓
レ

ー

九
電
が
寄
贈

l

九州電力大村営業所 (佐藤俊一所長一右)

刊寄贈されたスズラン。訪れる人をなごま

せています (祐 市役所市民課窓口〕

被
爆
者
健
康
手
帳

更
新
の
お
知
ら
せ

今
年
は
被
爆
者
健
康
手
帳
の
更
新
の
年

に
あ
た
り
、
新
し
い
手
帳
を
7
月
に
郵
送

し
ま
す
。

新
し
い
手
帳
が
、
必
ず
本
人
へ
届
く
よ
う

に
す
る
た
め
に
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

。
住
所
変
更
の
手
続
き
を
/

子
帳
の
住
所
と
現
住
所
が
違
っ
て
い
る
人

ま
た
は
、
住
所
が
変
わ
る
人
は
、
住
民

票
異
動
の
届
け
な
ど
と

一
緒
に
、
福
祉
課

で
、
住
所
変
更
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

育
児
の
メ
ニ
ュ
ー

住
所
変
更
に
必
要
な
も
の

被
爆
者
健
康

子
帳
、
印
鑑
、
手
当
を
も
ら
わ
れ
て

い
る

人
は
、
そ
の
手
当
証
書

※
詳
し
く
は
、
大
村
保
健
所
ま
た
は
、
県

原
爆
対
策
課
、
市
福
祉
課
へ
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

よ
く
働
く
3
h
w守
の
作
り
方

神
経
細
胞
を
ば
ら
ば
ら
に
く
ず
し
て
、

一
個
の
未
発
達
の
神
経
を
と
り
出
し
て
み

る
と
、
図
山
の
よ
う
に
核
(
か
く
)
が
あ

っ
て
、
核
か
ら
軸
素
(
じ
く
さ
く
)
と
い

う
細
い
神
経
繊
維
が
延
び
て
お
り
、
そ
の

端
に
終
末
ボ
タ
ン
と

い
う
も
の
が
付
い
て

い
ま
す
。

神
経
が
発
達
す
る
と
、
こ
の
終
末
ボ
タ

ン
が
延
び
て
、
次
の
神
経
細
胞
に
く
っ
付

く
わ
け
で
す
が
、

神
経
を
発
達
さ
せ
る
た

め
に
は
、
同
じ
刺
激
を
く
り
か
え
し
く
り

か
え
し
加
え
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
す
。

1
回
や
2
回
の
刺
激
で
発
達
す
る
よ
う
な

そ
の

2ー

簡
単
な
も
の
で
は
な
い
の
で
す
ね
。

発
達
し
た
ら
、
図
凶
の
よ
う
に
、

核
の

ま
わ
り
に
は
木
の
枝
の
よ
う
な
突
起
、
い

わ
ゆ
る
樹
状
突
起
(
じ
ゅ
じ
よ
う
と
っ
き
)

が
た
く
さ
ん
は
え
ま
す
。
細
い
神
経
繊
維

の
ま
わ
り
に
は
、
髄
鞘
(
ず
い
し
よ
う
)

が
で
き
ま
す
。
髄
鞘
に
は
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

に
く
び
れ
が
で
き
ま
す
が
、
こ
こ
は
ラ

ン
ピ
エ
の
絞
輪
(
こ
う
り
ん
)
と
い
っ

て
、
こ
こ
か
ら
枝
分
れ
を
し
ま
す
。
枝
分

れ
を
し
た
神
経
も
同
じ
よ
う
に
発
達
し
て
、

次
の
細
胞
の
樹
状
突
起
に
く
っ
付
き
ま
す
。

図
∞
の
左
上
と
右
側
に
く
っ
付
い
た
と

小・中学校入学遺児!こ

祝金を差し上げます

一 10-

対象となる児童

・父または母のいない児童

・父母がいなくて、父母以外の

人に養育さ れている児童

支給要件 4月 1日現在で、市

内に引き続き 3か月以上住所を

有 し、小学校・中学校に入学す

る児童

申請期間 3 月 16 日 (釘~31 日 (土)

申請に必要なもの住民票謄本、

預金通帳 (保護者名儀のもの O

郵便局を除く )、印鑑ほか

祝金の額 3，000円

申請・問い合わせ福祉課児童

家庭係

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
図
で
は
、

一
個

の
細
胞
に

一
個
の
終
末
ボ
タ
ン
が
く
っ
付

い
て
い
る
だ
け
で
す
が
、
本
当
は
、
無
数

の
樹
状
突
起
に
無
数
の
終
末
ボ
タ
ン
が
延

び
て
き
て
く
っ
付
く
の
で
す
。

ま
た
、
ど

れ
だ
け
た
く
さ
ん
枝
分
れ
を
す
る
か
、
ど

の
細
胞
に
延
び
て
く
っ
付
く
か
、
そ
れ
に

よ
っ
て
よ
く
働
く
脳
み
そ
に
も
な
れ
ば
、

よ
く
働
か
な
い
脳
み
そ
に
も
な
り
、
悪
く

働
く
脳
み
そ
に
も
な
る
の
で
す
。

形
で
比
べ
る
と
未
発
達
の
神
経
は
細
い

神
経
、
発
達
を
す
る
と
ま
わ
り
に
髄
鞘
が

で
き
る
の
で
太
い
神
経
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
を
働
き
で
比
べ
る
と
、
人

の
未
発
達
の
神
経
は
、
1
秒
間
に
印
メ
ー

ト
ル
の
速
さ
で
信
号
が
伝
わ
り
ま
す
が
、

発
達
を
す
る
と
、

1
秒
間
に
平
均
1
0
0

メ
ー
ト
ル
と
い
う
速
さ
で
信
号
が
伝
わ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

(
図
は
次
号
以
降
の
説
明
に
も
使
い
ま
す
)

「
耳
と
こ
と
ば
の
相
談
員
」

渡

辺

末

男

先
生

信号伝達速度

10% 

r信号 2

100"1's 

終末ボタン

未発達の神経

発達 した神経

軸素

髄鞘樹状突起

+妻。
図 (1 ) 

図 (2 ) 



春
休
み

・
放
課
後
の

学
童
保
育
児
童
を
ほ
し
ゅ
う

対

象

共

働
き

・
父
子

・
母
子
家
庭
の
カ

ギ
ッ
子

〔春
休
み
学
童
保
音
凶

期
間

3
月
初
日
間
1
4
月
7
日
川

時
間

午
前
8
時
i
午
後
5
時

ω分

場
所

旭
が
丘
小
校
区
内
、
中
央
幼
稚
園

内問
い
合
わ
せ

大
村
山一子
童
保
育
に
ん
じ
ん

ク
ラ
ブ
父
母
の
会

(夜
間
:
・2
⑬
8
9
3
9
小
川
、
宮
(⑪

2
8
6
0
浜
田
)

〔放
課
後
学
童
保
育
〕

期
間

4
月
1
日
か
ら
1
年
間

時
間

下
校
時
1
午
後
5
時
叩
分

場

所

・

さ
く
ら
ん
ぼ
ク
ラ
ブ
(
中
央
幼
稚

園
内
)

・
に
ん
じ
ん
ク
ラ
ブ
旭
が
丘
小
校
区
父
母

の
会
(
旭
が
丘
小
校
区
内
)

受
け
付
け

3
月
日
日
制
、
午
前
叩
時
1

1
土
寸

さ
く
ら
ん
ぽ
ク
ラ
ブ
(
中
央
幼
稚
園
内
)

※
旭
が
丘
小
校
区
の
人
は
電
話
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
・
学
童
保
育
さ
く
ら
ん
ぼ

ク
ラ
ブ
父
母
の
会

(午
後
:宮
⑫
3
3
3
9
、
夜
間
:
・2
⑬

7
3
6
4
山
本
)

-
学
童
保
育
に
ん
じ
ん
ク
ラ
ブ
旭
が
丘
小

校
区
父
母
の
会

(夜
間
:・
8
⑬
2
6
4
0

寺
井
、
宮
⑪
4
5
6
7
前
本
)

老
人
保
健
医
療
費
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

広報おおむら平成 2年3月号

老
人
医
療
受
給
者
の
皆
さ
ん
が
病
院
な

叶

ど
で
受
診
さ
れ
た
、

9
月
分
の
医
療
費
を
、

一

3
月
初
旬
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
で
は
、
健
康
診
査
(
検
診
)
、健
康
教

育
、
健
康
相
談
お
よ
び
訪
問
指
導
な
ど
の

保
健
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
検
診
は
、

必
ず
受
け
て
病
気
の
早
期
発
見
、
早
期
治

療
を
心
掛
け
、
健
康
管
理
に
努
め
ま
し
ょ

w
「ノ
。

問
い
合
わ
せ

福
祉
課
福
祉
係

ヨ@)~~百戸[@包司
3月1日~ワ日

火災が発生しやすい時季を迎えます

1人1人が充分注意しまし ょう

=おとなりに、
あげる安心火の始末=

※
車
両
及
び
林
野
火
災
の
予
防
運
動
も

併
せ
て
行
い
ま
す
。

。
期
間
中
午
後
8
時
に
、
1
分
間
サ
イ

レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。

な
お
火
災
予
防
運
動
の
初
日
の
3
月

1
日
は
、
午
前
8
時
に
演
習
招
集
の
サ

イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す

日
秒

1
6
秒
休
止
!
日
秒

〔重
点
目
標
〕

①
一
品
齢
者
、
身
体
不
自
由
者
を
中
心
と

し
た
、
防
火
安
全
対
策
の
徹
底

②
家
庭
に
・
お
け
る
防
火
対
策
の
推
進

1 寝たばこやたばこの役げ捨てをしない。

2.子供には、マ、ソチやライターで湛ばせない。

3.風の強いときは、たき火をしない。

4.天ぷらを揚げるときは、その場をはなれな

家のまわりに燃えやすいものを置かない。

ふろの空だきをしない。

ストーブには、燃えやすいものを近づけな

い。

f人:0)用lじつつGポイント

5

6

7

 

③
百
貨
屈
、
旅
館
、

飲
食
庖
な
ど
、
不
特

定
多
数
の
人
が
出
入
り
す
る
防
火
対
象
物

等
に
係
る
防
火
安
全
の
確
保

命
乾
燥
時
及
び
強
風
時
の
火
災
発
生
防
止

対
策
の
推
進

確
定
申
告
協
も
う
お
済
み
マ
守
か

。
所
得
税

・
贈
与
税
の
確
定
申
告
及
び
納
付
は
、
3
月
日
日
同
ま
で

。
個
人
事
業
者
の
消
費
税
の
確
定
申
告
及
び
納
付
は
、
4
月
2
日
間
ま
で

期
限
間
近
か
に
な
り
ま
す
と
、
税
務
署

は
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
申
告
は
で
き

る
だ
け
早
め
に
わ
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
第
2
・
第
4
土
曜
日
は
休
み
で

す
の
で
ご
注
音
引
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

諌
早
税
務
署
(
宮
⑫
1
3

7
0
)
 

警
察
総
合
相
談
室
開
設

女
事
件
・
事
故
は

1
1
0香

-R相談
ご
と
は
#
9
1
1
0

警
察
本
部
で
は
「警
察
総
合
相
談
室
」
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

相
談
は
、
直
接
ま
た
は
、
電
話
な
ど
で

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

電
話
で
の
相
談
は
、

プ
ッ
シ
ュ
式

1
「

#
9
1
1
0
」
(
シ
ャ
ー

プ
き
ゅ
う
い
ち
い
ち
ま
る
)

ダ
イ
ヤ
ル
式
l
「
宮
長
崎
⑫
9
1
1
0
」

今
ま
で
の
各
種
相
談
電
話
は
、
従
来
ど

お
り
利
用
で
き
ま
す
。

な
お
、
大
村
警
察
署
で
も
警
察
相
談
室

を
開
設
し
、
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

医
療
の
充
実
に

役
立
て
て
/

岩藤年代さん
(小路口町)

岩
藤
年
代
さ
ん
(
小
路
口
町
)
は
、
市

立
病
院
の
医
療
設
備
な
ど
の
充
実
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
と
、
こ
の
ほ
ど
附
夫

・
一

さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
、
日
万
円
を
寄

付
さ
れ
ま
し
た
。
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査
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間

3
月
1
日
同
1
白
日
出

申
請
場
所

管
財
課
監
理
係

書

類

建

設
省
統

一
様
式
ほ
か

要
件

①
建
設
工
事
・:建
設
業
の
許
可

を
有
し
、
か
つ
経
営
事
項
の
審
査
を
受

け
て
い
る
人

平
成
2
年
度
に
、
市
が
行
う
建
設

工

②

測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等:・

事
や
測
量

・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト

業

営

業

に

関
し
、
法
律
上
必
要
と
な
る
資

務
な
ど
の
競
争
入
札
に
参
加
を
希
望
さ
格
を
有
す
る
人

れ
る
人
は
、
次
の
と
お
り
参
加
資
格
審

問
い
合
わ
せ

管
財
課
監
理
係

図
書
館

L

P

B

〉

3

日

ト

-

除

籍

刀

お

同

ら

せ

史
料
館

{
t
u
w
d
7
4

図
書

・
資
料
の
整
理

・
点
検

・
カ
i

り
図
書
の
貸
出
し
は
行
い
ま
す
。
ま
た

4月より、不動産登記法及び商業登記法の一部を改正す

る法律により 、商業登記簿などの閲覧が有料にな ります口

近年、会社数の増加などに伴い、商業登記簿の閲覧件数が

i:LZTユユLff?とI11tz
の皆さんに応、分の争t日をお願いするものです。

ぇ:よろしくご協力をお願いします。
趣旨ご理解のつ (長崎地方法務局)

お
し
ら
せ

一
対
か
ら
転
宅
さ
れ
る
皆
さ
ん

ヘ

12-

蜜議会の鴎震が有利ヒされます

建
設
工
事
関
係
等
の

春
は
転
宅
が
多
い
シ
ー
ズ
ン
。

転
宅
さ
れ
る
と
き
は
、
転
宅
日

の
4
1
5
日
前
(
月
1
金
曜
日
)

ま
で
に
、

最
寄
り
の
営
業
所
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
口

そ
の
際
、
「
電
気
ご
使
用
量

の
お
知
ら
せ
」
票
な
ど
に
記
入

し
て
あ
る
「
お
客
さ
ま
番
号
」

も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
転
宅
先
で
も
リ
ミ

ッ
タ
ー
を
「
入
」
に
す
る
と

す
ぐ
に
電
気
が
使
用
で
き
ま

す
。リ

ミ

ッ
タ
l
に
取
り
付
け

て
あ
る

「は
が
き
」
(
申
込
書
)

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え

ご
投
函
く
だ
さ
い
。

な
台
、
口
座
振
替
の
申
し
込
み

も
同
時
に
で
き
ま
す
。

連
絡
先

最
寄
り
の
九
州
電
力
営

業
所
へ

指
名
願
の
申
請
を

f

荒廃した砂漠のような現実の中で、私たちがと

り戻したいもの、人間らしいもの、その本当の姿を

さがしだすオムニバス形式による人形劇。

人形劇「砂漠の街のX探偵」
=人形劇団京芸公演=

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

ヨ
Q
a
a
v
さ
も
明
日

a

〈第3回高学年例会〉

大村子ども劇場 (雪@7063)

日
山
ミ
リ
つ
ィ
ル
ム
を
購
入
し
ま
し
た

〆「

-
ピ

ュ
ア
島
の
仲
間
た
ち

(ア
ニ
メ
ー
シ

ョ
ン
お
分
)

・
ク
オ
レ
物
語
!
難
破
船
ー

(ア
ニ
メ
ー
シ

ョ
ン
ゆ
八
刀
)

新
た
に
は
山
ミ
リ
映
画
フ

ィ
ル
ム

を
購
入
し
ま
し
た
。
映
写
機
の
操

作
認
定
証
を
お
持
ち
の
人
は
、
無

料
で
利
用
で
き
ま
す
(
営
利
目
的

を
除
く
)
の
で
、
子
ど
も
会
活
動
な

ど
に
お
役
立
て
く
だ
さ

い。

〈フ
ィ
ル
ム
名
〉

。
同
和
教
育

-
ち
い
さ
な
指
輪
H
H

日
分

。
家
庭
教
育

-
父
ち
ゃ
ん
と
僕
た
ち
の
ス
ク

ラ
ム
H
H
特
分

-
と
も
に
育
て
る
1
初
分

.
わ
が
子
を
伸
ば
す
親
の

一て三ゴ

l
小

mU分

。
児
童
劇

・
あ
り
が
と
う
ハ
l
ナ
H
H
釘
分

。
高
齢
者

-
と
わ
く
て
近
い
道

1
ロ
分

-
む
じ
い
ち
ゃ
ん
の
み
こ
し
l

お
分

。
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

-
金
の
が
ち
ょ
う
1
お
分

・
ク
オ
レ
物
語

1
m
分

午後ワ時----8時10分

三城小学校体育館

大村子ども劇場

問
時

i
什
時
刻
分

33333 
月月月 月 月
3029282726 
日 日日 日日
(金H木H水H刈(月)

萱

瀬

出

張

所

市

コ
ミ
セ
ン

福

重

出

張

所

中
地
区
公
民
館

問い合わせ

3Jd¥ 



労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く

各

種

免

許

試

験

試
験
の
種
類

ボ
イ
ラ
ー
技
士
・

溶
接
士
・
整
備
士
、
ク
レ
ー
ン
運

転
士
、
デ
リ

ッ
ク
運
転
士
、
揚
貨

装
置
運
転
士
、
発
破
技
士
、
ガ
ス

溶
接
作
業
主
任
者
、
林
業
架
線
作

業
主
任
者
、
衛
生
管
理
者
、
高
圧

室
内
作
業
主
任
者
、
エ

ッ
ク
ス
線

作
業
主
任
者
、

ガ
ン
マ
線
透
過
写

真
撮
影
作
業
主
任
者
、
潜
水
土

※
受
験
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
九

川
安
全
衛
生
技
術
セ
ン
タ
ー

(久
留
米
市
東
合
川
5
丁
目
9
1

3
8
0
9
4
2
⑬
3
3
8
1
)
 

ま
た
は
、
長
崎
県
労
働
基
準
協

会
(
長
崎
市
平
野
町
1
1
お
モ

リ
ピ
ル

4
階
宮
長
崎
⑬
2
4
5

0
)
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

海
按
免
状
を
お
持
ち
の
皆
さ
ん
へ

広報おおむら平成 2年 3月号

船
舶
職
員
法
が
改
正
さ
れ
、

5

年
ご
と
の
海
技
免
状
の
更
新
が
必

要
と
な
り
ま
し
た
。

4
級
小
型
船
舶
操
縦
士
に
つ
い
て

昭
和
問
年
4
月
ぬ
日
以
前
に

交
付
を
受
け
た
人
は
、
こ
の
更
新

を
す
る
前
に
、
様
式
変
更
の
た
め
、

ま
ず
海
技
免
状
の
引
き
換
え
を
行

う
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

引
き
換
え
期
間
は
、
表
の
と
お
り

で
す
。昭

和
同
年
4
月
初
日
以
降
に
免

状
の
交
付

・
引
き
換
え
・
再
交
付

・
訂
正
を
受
け
た
人
は
5
年
ご
と

の
更
新
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
長
崎
海
運
支
局
船

員
課
(
宮
長
崎
⑫
4
4
0
3
)

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

旧免状の交付を受けた日 (引 き 換 え 期 間

昭和51年 1月1日から
平成 2年3月31日ま で

昭和51年 9月30日まで

昭和51年10月1日から 平成 2年4月1日から

昭和52年 9月30日まで 平成 3年3月31日まで

昭和52年10月1日から l平成 3年4月1日から

昭和55年 3月31日まで | 平成 4年3月31日ま で

昭和55年4月1日から ;平成 4年4月1日から

昭和58年4月29日まで 平成 5年3月31日ま で

第

9
回
市
長
旗
争
奪

市
民
サ
ッ
カ
ー
大
会

皆
さ
ん
が
、
サ

ッ
カ
ー
に
親
し

ん
で
い
た
だ
く
年
1
回
の
「
大
村

市
民
サ

ッ
カ
ー
の
日
」
で
す
。

期
日

4
月
8
日
間

・
日
日
制

場
所

浄
水
管
理
セ
ン
タ
ー
ほ
か

参
加
資
格

市
内
在
住
者
及
び
市

内
職
場
・
職
域
で
働
い
て
い
る
人

参
加
料

1
チ
l
ム
5
0
0
0
円

(
保
険
料
を
含
む
)

申
込
期
限

3
月
日
日
附

監
督
会
議

3
月
初
日
例
、
午
後

7
時
、
中
地
区
住
民
セ
ン
タ
ー

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
サ
ッ
カ
ー
協
会
(
植
松
3
丁

目
的
宮
⑫
6
7
8
2
柴
田
)

防
火
少
年
剣
道
大
会

火
災
予
防
思
想
の
普
及
を
図
る

た
め
開
催
し
ま
す
。

日
時

3
月
4
日
間
、
午
前
9
時

場
所

市
民
体
育
館

主
催

大
村
市
危
険
物
安
全
協
会

主
管

大
村
消
防
署

-廿
又相

補
助
・
郡
中
グ
ラ
ン
ド
・
森
園
運
動
広
場

2
 

成平

ナ
イ

q
i使
用
め
登
録
を
/

登
録
内
容

責
任
者

・
保
証
人
2

人
と
チ
l
ム
名
簿
、
雨
天
返
納
の

為
の
銀
行
口
座
番
号

ナ
イ
タ
ー
抽
選
日

・
毎
月
5
日
ー
そ
の
月
の
日
日
1

月
末
ま
で
の
分

・
毎
月
初
日
l
翌
月
の
1
日

1
日

日
ま
で
の
分

※
抽
選
日
が
土

・
日
・
祭
日
の
と

き
は
、
次
の
平
常
日
が
抽
選
日

と
な
り
ま
す
。

※
登
録
し
て
い
な
い
チ
l
ム
は
、

抽
選
会
は
、
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

抽
選
時
間

(
時
間
厳
守
)

-
森
園
運
動
広
場

l
午
後
1
時

・
補
助
グ
ラ
ン
ド

1
午
後
2
時

・
郡
中
グ
ラ
ン
ド

l
午
後
4
時

抽
選
会
場

第
7
会
議
室

登
録
及
び
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
体
育
課

健
康
色
体
力
つ
ζ
り
さ
守
る

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入
し
よ
う

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
は
、
ス
ポ

ー
ツ
活
動
、
文
化
活
動
、
奉
仕
活

動
な
ど
の
際
の
傷
害
事
故
や
、
第

三
者
に
あ
た
え
た
損
害
を
補
償
し

て
、
グ
ル
ー
プ
の
人
た
ち
が
安
心

し
て
活
動
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
に
つ
く
ら
れ
た
、
営
利
を
目
的

と
し
な
い
互
助
共
済
の
保
険
で
す
。

ま
た
、
本
年
か
ら
心
臓
マ
ヒ
な

ど
の
突
然
死
な
ど
に
対
し
て
見
舞

金
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

こ
の
保
険
は
5
人
以
上
の
グ
ル

ー
プ
で
加
入
で
き
ま
す
。
み
ん
な

で
ぜ
ひ
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
体
育
課

掛金 傷害保険 (保険金額)
劇賞責任

区 分
保 険 共済

(1人年額)
死亡 ・

入院 通 院
惜{賞限 見舞金

1お童障害 度額)

-スポ ツ少生プ年以下団 最高 l日 l日
など中学 にっき につき
のグルー

-成ル・人奉ー仕のプ文活化動活の動グ

360円 l万，40円0 4，000 1，300 対人 突然死
円 円 賠償 および

1億円 日射病

高年者の
(自己負担 熱射病

グループ 1，0∞円)による

(ゲートボール・ 500円 400 1，800 死亡
ハイキングクラ

800 

ブなど)
万円 円 円 50万円

対賠物償

-品大のマなフ同校字のマど好地のグさ域んパレ

500 
スポプー 万円

ルー

- ム運会五社動部など・
1，100円 1 ，400 1 4.000 1，300 (自己封E

万円 円 円 1，0∞円)

-13-



3
月
刊
日
出

午
前
叩
時
j
午
後

3
時
市
コ
ミ
セ
ン

ハハ
U

・
会
員
の
学
習
活
動
の
作
品
展

-
チ
ャ
リ
テ
ィ
即
売
会

(衣
料
品

.
食
料
品
・
食
器
な
ど
)

・
料
理
・
七
宝
焼
実
演
コ
ー
ナ
ー

・
愛
の
献
血
運
動
(
午
前
中
)

ハハ
υ

1
実
践
し
よ
う
健
康
守
つ
く
り

1

・
尿
・
血
液
検
査
・
内
科
相
談

・
歯
科
相
談
・
食
生
活
・
体
力
測

定
の
各
コ
ー
ナ
ー
・
き
わ
や
か
健

康
ク
イ
ズ
に
挑
戦
・
歩
い
て
健
康

J

つ
く
り
コ
ー
ナ
ー
(
ス
タ
ー
ト
午

前
日
時
と
午
後
1
時
叩
分
)

主
催
H
H
市
連
合
婦
人
会

・
市
生
活

学
校

・
大
村
市

公営住宅入居者募集

種別|住宅名 戸 妻女 間取り 家賃 (月額・円)
t成 l 3DK 25，200 

1 久 原 17 2 K~3 K 7， 300~ 10，200 

|原口アパート l 27，200 

久原第一 9 3DK 2 1 ， 200~23 ， 800 

竹 松 15 1 2K~3K 7 ， 200~ 17，000 

東諏訪 2 3 K 1 23，200 
種 原 口 1 3DK 24，700 

中直 本公 7 2 K 6 ， 000~ 6，100 

古賀島 1 3DK  25，500 
2 久 原 1 3 K 6，200 

j也 田 4 3 K 8 ， 400~15 ， 500 

久原第一 2 13 D K 15， 500~ 16，600 

種 思R 日リ 2 K 6，500 

福 重 i 13 DK  20，500 

み
ん
な
の
健
康
教
室

ど
な
た
で
も
、
お
誘
い
合
わ
せ

の
土
台
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

テ
ー
マ

「子
供
の
耳
の
病
気

|
|
特
に
中
耳
炎
に
つ
い
て
」

講
師

国
立
長
崎
中
央
病
院

耳
鼻
咽
喉
科
医
長

重
野
浩

一
郎
先
生

日
時

3
月
2
日
也
、
午
後
2
時

1
3
時
別
分

場
所

国
立
長
崎
中
央
病
院
・
地

域
医
療
研
修
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
地
域
医
療
研
修
セ

ン
タ
ー

(
宮
⑫
3
1
2
1
)

固
定
資
産
課
税
台
帳
縦
覧
は
3
月
7
白
か
ら

平
成
2
年
度
の
固
定
資
産
税
の

一基
礎
と
な
る
、
固
定
資
産
課
税
台

帳
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

滑
3
月
1
日
制
j
m
日
刈

民

晶

午

前
8
時
初
分
j
午
弘
5

土
寸

:

1

日

u※
日
曜
日
台
よ
び
土
曜
日
の
午

後
は
縦
覧
で
き
ま
せ
ん
。

場
所
税
務
課
固
定
資
肇
~
望
小

河
本
λ
以
外
の
人
が
白
川
る

場
合
は
、
委
任
状
ま
み
に

Z
R若
警

が
必
要
で
す
。

iz--再
三
E

な
わ
、
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い

る
価
格
な
ど
こ

F

ハ

不
服
が
あ
る
場
金

は、

3
月
訂
日
国
ま
で
に
異
議
の

申
し
立
て
が
で
き
ま
す
。

※申込者が募集戸数に達した時点で諦め切ります。

※収入などに制限があります。

申し込み・問い合わせ

県住宅供給公社大村事務所 (fr⑫ 68 2 5) 

第10口
コミセン

日
時

3
月
げ
日
句
、
午
後
7
時

間
演

(6
時
叩
分
間
場
)

場

所

市

ゴ
ミ
セ
ン

入

場

無

料

出
演
大
村
混
声
合
唱
団

曲
目

合
唱
讃
歌
、
榔
子
の
実
、

落
葉
松
、
筑
波
山
麓
合
唱
団
、
大

村
市
歌
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
デ
ィ
ア、

西
海
讃
歌
、
外
独
唱
、
独
奏
な
ど

賛
助
出
演

大
村
グ
リ
ー
ン
ゴ
i

-14 

ラ
ス

第

5
回

国
民
文
化
祭
・
愛
媛
卯

空襲

作
品

郷
土
の
風
土
や
文
化
を
象

徴
す
る
も
の
を
題
材
に
し
た
人
絵

文
字
の
写
真
と
し
、
未
発
表
の
も

の
で
、
営
業
目
的
で
作
成
さ
れ
た

も
の
は
除
き
ま
す
。

資
格
保
育
園
、
幼
稚
園
、
小
・

中
・
高
等
学
校
、
大
学
、

専
修
・

各
種
学
校
、
会
社
、
地
域
グ
ル
ー

プ
な
ど
の
各
種
団
体

募
集
期
間

4
月
1
日
四

1
7
月
訂
日

ω

※
航
空
撮
影
を
希
望
さ
れ

る
人
は
4
月
初
日
開
ま

で
に
、
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

応
募
方
法
出
品
申
込
書

に
4
つ
切
り
カ
ラ
i
プ
リ

ン
ト
及
び
フ
ィ
ル
ム
を
添

え
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

組
写
真
も
可
、
フ
ィ
ル
ム

は
返
却
し
ま
す
。

応

募

先

第
5
回
国
民
文

化
祭
愛
媛
県
実
行
委
員
会

事
務
局
「
全
国
ビ
ッ
グ
ア

i
ト
展
」

係
(
愛
媛
県
庁
内
包
0
8
9
9
⑪

2
1
1
1
杓
ま
た
は
⑬
1
2
0
7

偶
)

へ

※
詳
し
く
は
、
同
実
行
委
員
会
ま

た
は
大
村
市
社
会
教
育
課
(
出

品
申
込
書
も
あ
り
ま
す
)
へ
お

尋
ね
く
だ
さ

い
。



ぼ
し
ゅ
う

三
浦
出
張
所
の
管
理
人

間
取
り

浴
室

入
居
条
件

配
偶
者
の
あ
る
人
で、

平
日
は
午
後
5
時
か
ら
翌
朝
8
時

初
分
ま
で
、
土
曜
日
は
正
午
か
ら
、

日
曜

・
祝
日
は
終
日
管
理
で
き
る

人申
込
期
限

3
月
別
日

ω

申
込
方
法

入
居
申
込
書
(
人
事

課
に
あ
り
ま
す
)
及
び
市
販
の
履

歴
書
に
写
真
を
は

っ
て
人
事
課
ヘ

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

人
事
課

8
畳
・

6
畳

・
台
所

・

婦
人
突
通
指
導
員

資

格

・

高
校
卒
業
(
見
込
)
程
度

で
、

4
月
1
日
現
在
日
歳
i
n
歳

未
満
の
独
身
女
性

-
市
内
居
住
の
人

募
集
人
員

1
人

申
込
方
法

履
歴
書
(
写
真
添
付

の
こ
と
)
、戸
籍
抄
本
、
健
康
診
断

書
各
1
通
を
、
交
通
安
全
協
会
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

3
月
初
日
制

問
い
合
わ
せ

市
交
通
安
全
協
会

(宮
⑬
9
8
8
9
)

技
能
向
上
訓
練
受
講
生

O
パ
ソ
コ
ン
入
門

期

間

4

月

6
日
⑥

1
幻
日

ω

ご
寄
寸4
・
aり
が
と
う
ご
ポ

νま
し
た

ご
好
意

。
香
典
返
し

広報おおむら平成 2年3月号

社
会
福
祉
基
金
へ

V
森
ハ
ル

(
久
原
1
丁
目
)
3
万
円

V

一
ノ
瀬
照
義
(
徳
泉
川
内
町
)

2
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
林
田
秀
夫
(
岩
松
町
)
金
一

封

V
越
田
武
次
(
野
田
町
)
5
万
円

V
松
尾
康
美
(
水
主
町
2
丁
目
)

日
万
円

(
敬
称
略
)

V
福
田
利

一
(武
部
町
)
叩
万
円

V
松
尾
和
之
(
杭
出
津
2
丁
目
)

1
万
円

V
清
水
明
憲
(
大
川
田
町
)
初
万
円

。
一
般
寄
付

文
化
会
館
建
設
基
金
へ

V

コ
ミ
セ
ン

・
サ
タ
デ
l
ナ
イ
ト

コ
ン
サ
ー
ト
事
務
局
1
1
万
5
円

漬
和
園
へ

V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ

l
奉
仕

(
叩
日
間
)

O
ワ
ー
プ
ロ
講
座

期
間

4
月
8
日
間
l
m
日
附

(8
日
間
)

O
ア
ー
ク
溶
接
特
別
教
室

期
間

4
月
日
日
制
i
お
日
附

(7
日
間
)

O
ベ
ー
シ
ッ
ク
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

期
間

4
月
印
日

ω1引け日
ω

(7
日
間
)

o
D
A
T
A
-
B
O
X入
門

期
間

4
月
8
日
間
i
お
日
附

(8
日
間
)

o
C
A
D入
門

期
間

4
月
9
日
開
1
お
日
附

(
8
日
間
)

O
シ
ー
ケ
ン
ス
制
御
(有
接
点
)

の
墓
礎
講
習

期
間

4
月
刊
日

ω1
2日
目

(6
日
間
)

V
親
奉
会
(
森
安
太
郎

・
岩
井
勝

・
中
島
松

一
・
末
永
辰
夫
)
理
容

奉
仕

V
西
大
村
婦
人
会

1
慰
問

V
芳
文
会

l
慰
問

文
化
基
金
へ

V
本
経
寺
寒
行
団
l
m
万
円

社
会
福
祉
基
金
へ

V
中
村
芳
雄

(中
里
町
)
3
万
円

V
河
野
弘

(植
松
3
丁
目
)
4
千

8
8
4
円

V
植
田
完

一
郎
(
兵
庫
県
西
宮
市
)

5
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
大
村
発
電
所
青
年
婦
人
部

1
7

万
5
0
0
円

O
シ
ー
ケ
ン
ス
制
御

(液
面
制

御
)
講
習

期
間

4
月
日
日
開
1
お
日
同

(5
日
間
)

O
二
級
建
築
士
受
験
準
備
学
科

講
習

期
間

4
月
5
日
附
1
7
月
8
日

制

(叩
日
間
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

長
崎
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー
(
〒
制

諌
早
市
小
船
越
町
宮
⑫
2
3
2
3
)

健
康
ク
ラ
ブ
木
ょ
う
会

定
例
日

毎
週
木
曜
日
、
午
前
日

寺
1
2
寺

円
円
H

4

f

l

-
円
円
H

場
所

市
民
体
育
館

種
目

ソ
フ
ト
バ

レ
l
、
卓
球
、

リ
ズ
ム
、
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
、
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

、
野

V
長
安
寺
寒
行
団
l
5
万
円

V
本
経
寺
寒
行
団

1
日
万
円

福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

V
吏
7

花
園
1
門
松

慈
恵
荘
へ

V
永
田
稔
実
(
杭
出
津
3
丁
目
)

5
万
円

V
六
山
利
雄

(
杭
出
津
2
丁
目
)

2
万
円

V
例
日
本
公
衆
電
話
会
l
公
衆
電

話
架
台

V
岩
崎
電
器
l
テ
レ
ビ

V
板
橋
養
鶏
場

1
冷
凍
卯

V
小
佐
古
子
供
会

1
紅
白
も
ち

V
中
橋
七
五
三
作
(
東
大
村
2
丁

目
)
ま
ん
じ
ゅ
う

外
活
動

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

(宮
⑬
2
5
8
8

鈴
田

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

対
象
:
・
今
年
、
小
学
1
年
生

1
5

年
生
に
な
る
人

申
込
方
法

ハ
ガ
キ
に
、
住
所

・

氏
名
・
学
校

・
学
年
・
保
護
者
名

.
電
話
番
号
を
記
入
し
て
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み

市
コ
ミ
セ
ン
(
幸
町

お
1
お、

宮
(⑪
3
1
6
1
)

自
宅
学
習
で
高
校
卒
業
H

長
崎
西
高
通
信
制
生
徒

年
配
の
人
や
、
家
庭
、
仕
事
な
ど

の
都
合
で
毎
日
通
学
で
き
な
い
人

V
六
山
利
雄

(杭
出
津
2
丁
目
)

ピ
l
ズ
円
座
、
ビ
ー
ズ
マ
ッ
ト
、

ォ
、
不
シ
ョ
シ
l
ツ

V
大
村
市
理
実
容
組
宏
明
H
望
久
暴
仕

V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ

1
奉
仕

大
村
パ
!
ル
ハ
イ
ム
へ

V
長
崎
県
経
済
連
大
村
果
汁
工
場

1
缶
ジ
ュ
ー
ス

光
と
緑
の
園
へ

V
山
道
医
院

1
ケ
ー
キ

V
林
田
佐
重
喜
(
松
並
2
丁
目
)

ケ
l
キ

V
第

一
印
刷
H
H
ケ
l
キ

V
大
村
地
区
同
盟
1
1
1
万
2
千

5
1
0
円

V
琴
花
園
l
門
松

な
ど
に
適
し
た
高
校
で
す
。

願
書
受
付

6
日
⑨

※
詳
し
く
は
、
長
崎
西
高
等
学
校

通
信
制

(
〒
館
長
崎
市
竹
の
久

保
町
宮
長
崎
⑪
0
7
6
0
)
へ

3
月
9
日
也
1
4
月

婦
人
自
衛
官

1
2
等
海
・
空
士

l

受
け
付
け

訂
日
肘

資
格

四
歳
以
上
お
歳
未
満
の
女

子試
験

(前
期
)
6
月
8
日
働

試
験
場

大
村
駐
屯
地

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
大
村
募
集
事
務
所
(
宮
⑫

6
2
1
7
)
 3

月
1
日
柄

1
5
月

V
海
江
田
医
院

1
お
菓
子

泉
の
里
へ

V
山
下
睦
枝

(徳
泉
川
内
町
)
パ

ス
タ
オ
ル

V
永
測
ま
ん
じ
ゅ
う
本
舗
l
ま
ん

い
)
ゆ
p

フ

V
小
佐
古
子
供
会
1
も
ち

V
大
川
田
老
人
会
1
奉
仕

V
立
正
佼
成
会
H
H
供
養

V
大
村
高
校
{
杢
賠
ク
ラ
ブ

l
奉
仕

V
花
も
り

l
花

大
村
子
供
の
家
へ

V
琴
花
園
l
門
松

V
山
道
医
院

1
ケ
ー
キ

V
赤
水
清
春

(本
町
)
1
万
円

15-



レc，qh3月の健康
1(日ボ I機能訓練根気の会 福祉センタ 13:30~ 15:30 i 16告日島 1歳6か月児健康診査

市コミセン ⑧13 :OO~ 13 :30 

2日 成人の健康相談 福掴センター 13:OO~ 15・00 ， ⑧昭和63年 8 月 生まれ (63年 3 月 ~7 月生まれ

金) ⑪40歳以上⑮血圧測定・みそ汁の塩分濃度測定ほか で、まだ受けていない人も受診してく ださ い)

⑮母子健康手帳、問診票

4日 当番医 成人の健康相談 福祉センタ ー 13:OO~ 15 :00 

(日) (内)大薗内科医院 松並 1丁目 E⑬ 5546 ⑪⑮… 2日(封と 同 じ

(外・旺)山道医院 桜馬場 2丁目 宮⑬ 2305 3種混合予防接種 (3回目〉 14 :OO~ 15 :00 

中地区公民館、松原出張所

5日 安産教室 市役所 9:30~ 11 :00⑧9:30まで

(月)
⑮母子健康手帳、ズボ ン 耳とことばの相談 福祉センター 13:OO~ 15 :00 
一般健康相談市役所 13 : 00~ 16 :00

⑮血圧測定・みそ汁の塩分濃度測定ほか
当番医18日

6臼
乳幼児健康相談 福重出張所⑧13:30~ 15 :00 (日) (内・小)寺井医院玖島 1丁目 宮⑫ 3574

(火) (眼)楠木眼科医院東三城町 宮⑫ 2711 

ワ日
妊婦教室:1 j 中地区公民館 13 :OO~ 16 :00 

1! 1 9 侭臼) (水) 乳幼児健康相談 鈴田出張所 ⑧9:30~ 11 ・ 00

8日
3歳児健康診査 大村保健所

(木)
⑧9 :30~10:00、 13 :OO~ 13 :30 21日 当雷医
@昭和6 1年 9 月 生まれ (6 1年 3 月 ~ 8 月生 ま れ (水・祝) (内・小)長崎医院 寿古町 宮⑮ 8615 
で、まだ受けていない人も受診してください)

(皮・泌)佐伯皮膚科泌尿器科医院 東本町 宮 ⑫ 4330
⑮母子健康手帳、問診票

11日 当番医
22日

妊婦教室(3)中地区公民館 13 : OO~ 16 :00 
(木)

(日) (内)南野クリニック 乾馬場町 宮⑬ 2233

(皮泌)黒木医院西大村本町 宮⑬ 0211 23日 1歳6か月児健康診査

(金) 市コミセン ②13 :OO~ 13 :30 

13日 乳幼児健康相談 市ゴミセン i 
⑪⑮…16日(却と 同 じ

(列
⑧9 :30~ 11:00、13:30~ 15 :00 

⑮離乳食教室 10 : 30~ 15 :00 

一団 : 25己
当番医

市役所、 萱瀬出張所 (日) (内・胃)藤井内科医院 東本町 宮 ⑫ 3878

(産)大村中央産婦人科医院水主町2丁目 宮 ⑫ 3850

14日 妊婦教室(2)中地区公民館 13:00~ 

(水) 3種混合予防接種 (3回目 14:OO~ 15 :00 I 26白 乳幼児健康相談 三浦出張所⑧9: 30~11 :00 

西大村コミセ ン、三浦・ 鈴田出張所 得)
28日

妊婦教室(4)中地区公民館 13:00~16:00 

15日 機能訓練根気の会 福祉セ ンタ ー 13 :30~15:30 ゆく)

(木) 定期巡回献血 市役所 9:30~12 :00 略号の説明 ⑪…対象 ⑧・・・受け付け ⑮...内容

3種混合予防接種 (3回目〉 14:00~15:00 ⑮ …持ってく るもの

竹松・福重出張所 当香医の診療時間 9 : OO~ 18 :00 

毎
月
l
回

発

行

発
行
所
/
大
村
市
役
所
宮
間
間

4
1
1
1

印
刷
所
/
九
州
凸
版
刷

編
集
/
秘
書
広
報
課

人口の動き

2月1日現在

ワ2.5ワワ
(十 93)

34.629 
(十 47)

3ワ.948
(十 46)

計

男

女

人口

市民相談コーナー(秘書広報課)ですべて無料で行っています。
お気軽にご相談くだ、さい。

人権相談 ( 1日 10: 00"-' 15 : 00) 
行政相談 ( 8日 9: 30"-' 12 : 00) 
不動産相談 (23日 13: 00"-' 16 : 00) 
法律相談 (26日 10: 00"-' 15 : 00) 
突通事故相談 (27日 10 : 00"-' 15 : 00) 
年金相談 (28日 10 : 00"-' 15 : 00) 

※受け付けは午前8時30分より行っています。

J-
3月
の
定
例
相
談
日
司

r 

22.226 
(十 45)

〉内は前月比

-16 

世帯数

3月の大村ボート (1 日 ~ 6 日島鉄杯、 9 日 ~14 日ラ ン ナー リ ー グ戦、

20 日 ~24 日、 25 日 ~ 26 日総理大臣杯場外発売)
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